


こやまさん と かとうさん

こやまさんと かとうさんは だいのなかよしです。

 

あるひ かとうさんが いいました。

 

ねぇこやまさん わたし うみへ いってみたいわ。

 

こやまさんは いいました。

 

かとうさん うみを みたことないの？

 

かとうさんは だまってしまいました。

 

こやまさんは こまってしまいました。

 

いいわ じゃあ いきましょう。

 

こやまさんは かとうさんに いいました。



うみ

ふたりが うみに ついたころには

 

あたりは まっくらに なっていました。

 

うみが よくみえない。

 

かとうさんは ぽつりと いいました。

 

こやまさんは かとうさんを みました。

 

かとうさんの かおは すこし おうどいろに みえました。

 

こやまさんは いやな よかんが しました。

 

そのまま こやまさんは みなかったことに しました。



くちぶえ

それから しばらくのあいだ ふたりは ぼうっと うみを ながめていました。

 

すると どこからともなく おとが きこえてきました。

 

ふと こやまさんが よこをみると

 

かとうさんが くちぶえを ふいていました。

 

こやまさんは かとうさんに たずねました。

 

かとうさん どうして くちぶえを ふいているの？

 

かとうさんは なにも こたえませんでした。

 

すこし かおいろが もどっている きが しました。

 

しばらくして かとうさんは なにかを ゆびさしました。



びん

かとうさんが ゆびさしたさきを こやまさんは みました。

 

すると うみの むこうから ちいさな びんが ながれてきました。

 

かとうさんは むごんで たちあがりました。

 

そして うみに じゃぶじゃぶと はいっていきました。

 

こやまさんは おどろいて ただぼうっと みていました。

 

ずぶぬれに なった かとうさんの てには

 

ちいさな びんが にぎりしめられて いました。

 

こやまさんは すこし こわくなりました。

 

なぜなら かとうさんの かおが またすこし おうどいろに なっていたからでした。



なかみ

こやまさんは ききました。

 

かとうさん そのびんには なにが はいっているの？

 

かとうさんは いいました。

 

こやまさん このこと だれにも いっちゃあだめよ。

 

かとうさんは びんを そうっと こやまさんに わたしました。

 

こやまさんは おどろきのあまり こえが でませんでした。

 

その びんのなかには ちいさなこびとが はいっていたのです。

 

こびとは たすけてくれと いわんばかりに

 

うちがわから びんを どんどんと たたいて いました。

 

かとうさんは はまべから それが みえていたのです。

 

こやまさんは かとうさんの しりょくにも おどろきました。

 

ひとまず ふたりは こびとを びんのまま いえに もってかえりました。

 



だんろに あたった かとうさんの かおいろは もとに もどっていました。

 

そうです さむさのあまりに かとうさんの かおは おうどいろに なっていたのでした。

 

（つづく）


